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 本研究では、若者や女性の流出が著しい埼玉県秩父市が、再び住まう場所として選ばれる

ための策を講じるため、秩父市からの転出者を対象として、『秩父市人口減少対策調査』を

秩父市と共同で実施した。調査では住民基本台帳を利用し、2020 年 1 月 1 日から 2025 年 9
月 1 日までに秩父市を転出した者のうち、転出当時 18～39 歳の男女を対象とした。2025 年

11 月にはがきを郵送し、市のシステムで作成した Web アンケートに回答してもらった。は

がきの有効到達数 3114 のうち、563 名から回答を得た。 
 本調査では、転出理由のほか、転出先の市町村を選ぶ際に重視した要素、秩父市に住んで

いたときに感じた不満、戻る意向のない人に対しては、その理由に関わる要素について詳細

に聞いている。加えて、雇用面の課題も詳細に把握するため、仕事を選ぶ際に重視すること

についても調査した。結果について、まず、記述統計で全体の傾向を男女別に把握した。そ

のうえで、「秩父市に戻る意向があるかないか」という設問を利用して、戻る意向がある場

合に 1、そうでない場合に 0 をとる 2 値変数を被説明変数として、転出者が再び秩父市に戻

る意向を持つことに対して、どのような要素が関連するのか分析をした。 
 全体の傾向として、転出理由として最も割合が高いのは「就職・転職」で 42.7%、次いで

「結婚」が 12.3%、「入学・進学」「転勤」が 11.6%であった。転出先の市町村を選ぶ際に重

視した要素としては、自分ないし家族の通勤・通学における交通利便性や、買い物などの生

活利便性が上位にあがっていた。秩父市に住んでいた際に感じた不満については、生活利便

性や都市部への交通利便性に加え、地域内の公共交通、業種・職種などの仕事の選択肢、収

入・賃金の高さ、同世代のコミュニティに関して、4 割以上が不満と回答している。戻る意

向のない理由としては、仕事の選択肢を挙げる者が半数以上を占める。雇用に関して、仕事

を選ぶ際は、正社員であること、福利厚生が整っていること、安定していることを重視する

割合が 7 割前後と高い。 
 戻る意向と関連する要因を分析した結果、次のことがわかった。まず、男性よりも女性の

ほうが戻る意向を持つ確率は有意に低い。全体として、病院や介護施設の豊富さ、教育機関

の選択肢の豊富さを理由に転出先を選んでいる場合、戻る意向を持つ確率が低い傾向にあ

る。収入については、年収が 301～400 万円を基準とすると、全体として、年収が 500 万円

台から 700 万円台の人は戻る意向を持つ確率が低い。結婚や子育て環境を理由に転出して

いることと戻る意向との間に正の関連があるのは、男性にのみみられる特徴である。また、

男性は、秩父市にいたころ、近隣住民とのかかわりや多様性の許容に対して不満を持ってい

た人は、戻る意向を持つ確率が低く、初めての就職の際に、友人・知人の影響を受けた男性

は戻る意向を持つ確率が低い。さらに、男性は、現在正規職の人と比べて、学生である場合

に、秩父へ戻る意向を持つ確率が高い傾向もみられた。一方で、女性については、特徴的な

結果があまり得られなかった。 


